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一九八三（昭和五八）年六月六日、鷹取寛行、本藤直
浩、私の三人は大学関係者、家族に見送られて成田空港からブラジルに向けて旅立ちました。
本藤直浩、私の二人はサンパウロ州ジャカレイ市の
ジャカレイ日本語学校へ、鷹取寛行は同州サンジョゼ・ドス・カンポス市の松下電器産業株式会社が駐在員子弟向けに設置した日本人学校へ赴任するためです。私達は同年四月一日付で学校法 国士舘に採用され、国際部に配属されました。既に前年度 峯経治と鈴木輝一がサンジョゼ・ドス・カンポスの し いました。私達はその第二次海外派遣 語教師としてブラジルに渡ったのでした。その後、薬師寺幸 野村加奈子の女性二人も第三次 続くことになります。皆に共通するのは文学部教育学科初等教育専攻の卒業生ということで
す。
当時、ブラジルへの直行便はなく、アメリカ経由で一
日半余りかけて飛行機を乗り継いで行くしかありませんでした。私達も成田から八時間かけてロサンゼルスまで行き、給油のための三時間のトランジットからペルーのリマを経て、リオデジャネイロで国内線に乗り換え八回の離着陸の末サンパウロのコンゴニャス空港 到着しました。我々にとっ は所要時間三六 長旅でしたが、それを長旅と言ったら一九〇八（明治四一）年 笠戸丸で約五〇日間かけて最初にブラ ル移民として入植した方々に怒られてしまうことでしょう
まず、空港に降りたって印象的だったのは独特な匂い
でした。ブラジルは産油国ですが外貨獲得 石油は輸出に回し、国内ではアルコールを燃料 する車を推奨
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し補助金を出していました。今でいうバイオエタノール車です。トウモロコシから抽出したアルコール車の排気ガスは独特の匂いがあり、それが街中に漂っていたのでした。
当時の為替レートは一ＵＳドルが二四〇円。当時のブ
ラジル通貨はクルゼイロでしたが、一〇〇ドルが七万クルゼイロほどでした。現地 最低賃金が三万クルゼイロでしたから一か月二〇〇ドルもあれば十分余裕のある生活が きる水準でした。
まず、ジャカレイ市に着くと現地在住のブラジル日本
文化協会の皆さんが熱烈に歓迎 て下さいました。早速その日の晩には、シュハスカリア（串焼き肉のレストラン）で歓迎会を開いていただき、皆さんから「本当によく来てくれた」との歓迎の言葉を頂戴 ま 肩をバンバン叩かれ、節くれだったごつい手 痛い程の握手をされ、期待の程をひしひしと感じました。
なぜ私達が日本語教師として派遣されることになった
かをお話しなければなりませんが、それは国士舘大学の日本語教師派遣事業がどのように始まったか二年前の一九八一（昭和五六）年に遡らなければなりません。
当時文学部事務室で学生主事を務められていた池上貞
男先生によりますと、きっかけは柴田梵天総長から
昭和 58年 6月 6日　渡伯当日（於成田空港、左から本藤直弘氏、鷹取寛之氏、筆者）
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「天の声」だったとのことです。
ブラジルでの国士舘大学の拠点候補地を探すため、総
長一行が視察に訪れたジャカレイ市で、ブラジル日本文化協会の役員と話す機会があったそうです。その席で入植者の方々が自分の子や孫の二世三世の日系人が日本文化を知らず、正しい日本語を話せなくなってきていることに危機感をもっている。また、日本語を教え いる先生の高齢化により日本語学校 運営も厳しくなっているという話題があがったとのことです。そこで柴田総長が「国士舘は武道や教員養成で実績があるので協力しましょう」と応えたことが発端になったようで 。現地の方は日本語教育の専門家 派遣してくれるも と期待されていたようですから、大学出たて 右も左もわからないような若造が来る は思っていなかったか れません。
大学内の合意形成がどのようになされたのか詳細はわ
かりませんが、それ以後は柴田総長のトップダウンで進行していったようです。
それから一年後の一九八二（昭和五七）年の四月。鶴
川校舎一四号館一階の文学部掲示板に日本語派遣教師募集案内が掲示され、当時 教育学科初等教育専攻
四年生だった櫻田博は、一晩寝ずに悩んだ末募集に応じる決心をしたそうです。その後、他の四年生五人が申し込むことになりますが、それは夏の各都道府県の教員採用試験の後になります。
私達は、一一月に実施された学校法人国士舘の職員採
用試験を受験し、六人全員が無事に内定をいただきました。それから毎週土曜日 二時間、ブラジル語（ポルトガル語）研修が始まり、それは渡泊するま 続きました。担当して下さったのは岡田スエリマリヤ郁香先生でした。
岡田先生は日系二世で体格も立派なら性格も豪放磊落
な方でした。授業は世田谷校舎五号館三階のラグビー部の用品が納められた倉庫のようなところでした。また、新宿住友三角ビルにあった日本語教師養成講座にも週一回通い日本語を教える めの基礎を学びました。
当時はまだ日本語教育の認知度が低く、日本語を母語
としない外国人 ための日本語教育は黎明期から脱していませんでした。中曽根首相（当時）が提唱した「留学生一〇万人計画」が発表されたのがちょうど昭和五八年でした。しか 、その結果日本語教育バブルが起こり脚光を浴びるようになりましたが、留学生の入学金や授業料をだまし取 悪徳日本語学校が乱立することになり、
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社会問題から国際問題にも発展していきます。
その他、私達の日本語教育の指導役としてブラジルで
の日本人学校教育の経験豊富な中島博行先生が着任されました。私達は昭和五八年一月から適宜指導を受けることになります。中島先生は東京都で小学校の教員 勤められた後、ミナスジェライス州バルジニアにあった三菱系企業内日本人学校に勤務されていました。私達は、四月一日に採用辞令をいただき全員国際部に配属されました。当時の国際部は世田谷キャンパス八号館一階の現在のキャリア形成支援センターの場所にありました。八号館は国士舘中学・高等学校の校舎で国際部の隣 体育教官室と文書課のタイプ室。向かい側には電話交換室があり、なん も雑居ビル的な雰囲気があ した。国際部は海外勤務の教職員との連絡調整を含め 現在の国際交流センターの前身的な役割を果たしていました。
私達は国際部の所属ではありましたが、幸いにも日本
語教育の習得に集中できるよう配慮されていました。東京学芸大学 帰国子女クラスで帰国子女教育の授業や檜原村立檜原小 校数馬分校における、へき地 （複式授業）の実践などを見学しました。普段は鶴川校舎の一四号館一階の図書室で、日本語指導法やブラジルで学校経営について指導を受ける傍ら、文学部事務室 業
務補助をすることもありました。渡泊前には町田駅近くの千寿閣で文学部職員の方々が送別会を開いて下さいました。当時の村田駿事務長補佐が送別のご挨拶をされた際に感極まって号泣されたことを覚えています。
ジャカレイ市について
さて私達が住むことになったジャカレイ市はどんなこ
ところだったかと言うと、ブラジルの経済の中心地サンパウロ市からリオデジャネイロ方面に高速バスで約一時間、距離にして七〇㎞位のところに位置しています。人
昭和 58年 6月 12日　開校式（左より
式辞を述べる筆者、瀬戸口先生、本藤氏）
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口は二〇万人くらいですから、距離的にも人口的にも日本でいうと小田原市辺りをイメージしたらよいかと思います。高速道路沿いには日系企業が多くあり日立、ＳＯＮＹ、パイオニア、パナソニックなどの工場がありました。市内には日系人も多く居住していて、主に商店や工場を経営されていました。周辺 四つの日本人コロニア（入植地）があり、各コロニアは出身県別に分かれているようでした。私達が赴任したジャカレイ日本語学校は市内の日伯文化体育協会 運営する新設の学校でした。前出の四つのコロニアに市内の日系人子弟を加えた生徒約一二〇人あまりを迎え、保護者、ブラ ル日本文化協会関係者など総勢二〇〇人近くが出席 六月一一に落成式、翌一二日に開校式が盛大に行われ この学校にかける地元日系 社会 期待をひしひしと感じました。・学校の施設（昭和五八年六月竣工）
校舎
　
平屋三教室
　（中教室×二、大教室×一）大
教室は中教室二部屋分で式典ができる広さ。校舎は父兄会が自分達で建設した「手作り校舎」
第一校庭
　
縦八〇ｍ×横一二〇ｍ
　
サッカーグラン
ド位
昭和 58年頃　校舎全景
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第二校庭
　
野球場一面分位
・授業時間
　
午前、午後の二部制
現地の学校が 部制だったため日本語学校も二部制
を採用しました。現地の小学校は午前と午後の二部制で、中学・高校は午前と夜間の二部制でした。
日本語学校は午前・午後のクラスとも四五分授業を
三時間行いました。一時間目が九時から始まり一一時三五分に三時間目の午前の授業が終わると、一四時三〇分から午後の授業が始まるまで昼休みが三時間もありました。
授業が終わった後に生徒の質問に答えたり、校庭で
遊んだりしても休み時間が長すぎたように思いました。それは暑いブラジルの気候に合わせていたからです。私達が渡伯 た六月は南半球では冬でした。最低気温は一〇度位まで下がりますが、日中 三〇度近くになることもありました。厚手のジャンパーを着て出勤して、セーター、長そでシャツと脱いでいき、最後はＴシャツになるという寒暖の差 ありました。夏四〇度近く りますが湿 が低いので、日陰に入れば涼しく感じ日本のような蒸し暑さ 感じ せんでした。
ブラジル人は昼休み一旦帰宅し昼食をゆっくり食べ
てから、また午後出勤するのです。 「シエスタ」のように昼寝している人もいました。ブラジル人は銀行で午前中働いて夜は大学生として授業をうけることも普通でした。
・クラス編成
日本語学校のクラスは一クラス二〇 程度、日本語
能力に応じて初級、中級、上級と年齢に関係なく能力別のクラス編成を採用していて、六歳の児童も一六歳の生徒も同じ教室で授業を受けることもありました。授業は火曜日から土曜日まで 、日曜日 月曜日が休日でした。学校行事として運動会や修学旅行等を計画・実施しました。
・住まい
赴任直後は慣れない海外生活に対する配慮から、日
系人（一世の方）のお宅にホームステイをさせていただき、離れの二階に部屋をお借りしました。朝夕の食事も用意していただきました。そして三か月後 日系一世の方が所有する三ＬＤＫ 一軒家に引っ越しまた。この方は予科練出身の方で温厚 ありながら気骨
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のある立派な方でした。食事は奥様が毎日届けて下さいました。また、隣に日本語学校の瀬戸口一恵先生（一世の方）が住んでおられたので、私生活でもいろいろサポートしてい だき、今思えば現地の皆さんに本当にいたれりつくせりのお世話になりました。
・通勤
市内から郊外へ路線バスで通いました。所要時間は
二〇分ほどでしたが、帰りはバス停で待っていると父兄が通りかかって乗せていってくれることもしばしばありました。
日系人社会
　
経済的状況、

市内と市外の差
ブラジルには「
Japonesgarantido 」という言葉があ
ります。日本人は信用できるとブラジル人には思われていて、実際日本人は勤勉で経済的に成功している方が多くいました。
自分の敷地にある門から家屋敷が見えないほど広大な
土地を持っている方など、肉牛や養鶏 大成功している方も数多くいました。コロニアの日系人は家庭内でも日本語で会話することが多いことから日本語レベルは高
昭和 58年頃　初級クラスの生徒と瀬戸口先生（前列右端）、櫻田氏（後列右端）
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く、それに対して市街地の家庭では日常、ブラジル語で会話していることが多く日本語力は低いようでした。
週末は生徒の家庭に招かれ、夕食をご馳走になること
がよくありま た。あるご家庭を訪問した際のことです。そのお宅では祖父の代にブラジルに渡り、生徒は日系三世になるのですが、立派なお宅に招かれ玄関掲げてある写真の前を通った際に「先生だめだめ、陛下のお写真だから」と言われまし 。振り返って見ると明治天皇陛下の御真影が掲げてありました。私はびっくりして頭を下げましたが、コロニアの日系人の家庭では皇室 対する考え方を、しっかり伝承させていることにと も驚かされました。
日本語教師海外派遣事業のその後
昭和五八年の事件及びその後の学内の混乱により、ブ
ラジルに限らず海外派遣事業が縮小されていきました。日本語教師派遣事業も人数が削減され段階的に縮小されていきます。最後まで残った本藤直浩と櫻田博が一九八七（昭和六二）年七月に帰国して本学の海外日本語教師派遣事業は終了することになります。派遣されていた教師達はその後、インドシナ難民を多く受け入 て
いた横浜市菅田団地で難民子弟のための日本語補習授業へシフトしていくことになります。
帰国した派遣教師達は鷹取、野村、苫米地が大学付属
図書館へ、櫻田と本藤は広報課、峯と薬師寺は文学部事務室、鈴木は人事部別室とそれぞれ異動 なりました。しかし櫻田は日本語教師を続けるため退職し、その後単身で渡伯 ジャカレイ日本語学校の教師を引き継ぐことになります。
採用された当時、私達が聞かされた国士舘大学のブラ
ジルでの将来構想は、 「武道を必修として日本の伝統文化を中心にすえた、日系人もブラジル人も受け入れる幼稚園から大学までの総合学園を創設する」という壮大なものでした。残念ながら計画 三年ほどで撤退することになりました。財務面・計画面で最初から実現 厳しかったのかもしれませんが、もし実現していたら今の国士舘は違った学園になっていたか れません。
池上先生は、 「当時、日本からブラジルに派遣されて
いた日本語教育の専門家は国際協力基金（ＪＦ）と国際協力事業団（ＪＩＣＡ） ら各一名のみで その方 日本語教育のベテランで現地の日本語教師 指導 役割あった。当時 ブラジルの小学校教育は二部制 同じ施設を午前・午後と教師も児童も入れ替わることが当 り
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前だった。ジャカレイ日本語学校は二部制を取り入れながら、日本語教育だけでなく運動会や学芸会などを学校行事として催したことは特筆に値する。それはブラジルの日本語教育機関にインパクトを与えＪＦの構想であった埼玉県北浦和の 普及センターの新設、ＪＩＣＡの中南米における日系社会の 文化面で 人材派遣制度の新設。さらにはサンパウロに日本語普及センター設置構想を進めるきっかけをつくりだした。国士舘大学の日本語教師派遣事業は、その意味ではとても大きな意義があったと言える」と述べられています。
このようにブラジルにおける日本語の普及に一石を投
じたという側面はあったと考えられます。
大学を出たばかりでブラジルに渡り日本語を教えると
いう経験は、派遣された者達にとって貴重な体験になったことは間違いなく、その後の人生においても大きな影響を与えました。現在、本学に在職してい のは、峯鈴木、鷹取、苫米地の四名です 、退 者の中にも茨城県でブラジル人子弟のための児童館運営をする者、国際協力ＮＧＯに所属しブラジルに関連する仕事についている者もいます。
派遣された者は日本語学校の卒業生と今でも連絡を取
昭和 58年　運動会（前列左筆者、後列左より 3人目本藤氏、右端櫻田氏）
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り合っていて、日本に来日し在住している卒業生と同窓会を開いたりし 現在も交流は続いています。ジャカレイの限りなく青い空、子ど 達のくったくのない笑顔…何年の年月が経 もその美しさは記憶の中で色あせることはありません。
私は帰国後十数年が経った一九九六（平成八）年、個
人的にブラジルを再訪する機会がありま た。ご父兄の皆さんや元生徒達が三〇人近く集まっ 下さり旧交を温めることができました。広大な大地と日系の皆 んの懐の深さと温かさ 改めて心 打たれまし 。
今回私がジャカレイ日本語学校について文章を書くこ
とになったきっかけは、私の現在の職場が文学部事務課であり、国士舘史資料室長が文学部の佐々博雄先生だったの ご依頼がありました。私は固辞しましたが、佐々先生から「誰も知 てい 人が居なくなる前に、資料として残してほしい」と依頼 れました。 はこれもご縁と受け止めさせていただき僭越ながら書かせて頂きた。
最後に今回の寄稿に関し、ご高齢ながら当時の日本語
教師派遣事業や学内の状況について熱く語っていただいた池上貞男先生。日本語教育の指導について詳しくお話
し下さった中島博行先生。また、日本語学校の現状など現地への連絡や確認をしてくれた櫻田博さんと奥様の幸枝さん。現在、ジャカレイ日本語学校で教師をしていらっしゃる木 かよ先生など、ご協力していただいた皆様に心から御礼を申し上げます。
ジャカレイ日本語学校の今後の発展と、ブラジルにお
ける日本語普及活動の拡大を祈りつつ。
ブラジル派遣日本語教師及び派遣先
氏
　　　
名

　　
派
　
遣
　
先
峯
　　
経治

松下サンジョゼ補習校

クリチーバ日本語教室

文学部第一三期卒業
鈴木
　
輝一

松下サンジョゼ補習校

ジャカレイ日本語学校

文学部第一三期卒業
櫻田
　　
博

日伯交流協会研修生（新村総領事留学生）

ジャカレイ日本語学校

文学部第一四期卒業
鷹取
　
寛行

松下サンジョゼ補習校

ジャカレイ日本語学校
ジャカレイ日本語学校と日本語教師派遣事業
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
文学部第一四期卒業
本藤
　
直浩

ジャカレイ日本語学校

文学部第一四期卒業
薬師寺
　
幸

クリチーバ日本語教室

文学部第一四期卒業
野村加奈子

ジャカレイ日本語学校

文学部第一四期卒業
苫米地示路

ジャカレイ日本語学校

文学部第一四期卒業

（敬称略）
〈参考〉

最近のジャカレイ日本語学校の様子
二〇一三（平成二五）年一月二〇日当時の先生や父
兄、卒業生が集まって「ジャカレイ日本語学校開校三〇周年記念同窓会」が開催されました。在学中に覚えたラジオ体操に始まり、フォークダンスのジェンカ、マイムマイムなどを踊り旧交を温めました。
現在の生徒数は三七名。教師は日系三世の女性とＪＩ
ＣＡのボランティアの方二名で担当されてい す。
平成 25年 1月 20日　ジャカレイ日本語学校開校 30周年記念同窓会
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年間行事
四月
　
敬老会
劇、歌、踊りなど
五月
　
日本語キャンプ
周辺の日本語学校の生徒たちを集め、ゲームや料理、キャンプファイヤー、グループ活動等をして学校に宿泊
八月
　
移民祭
日本語学校の生徒たちが折り紙 習字、日本文化の展示、
C
afeteria （コーヒーショップ）など
一〇月
　
ハロウィンパーティ
仮装し合唱や踊り資金集めのためのイベントで日本料理、すし 刺身、やきそば、味噌汁の販売
一二月
　
夏休み遠足
生徒たちと海浜遠足日本語の授業だけでなく、日本 よいところや、グループ活動、挨拶、礼儀 日本の文化などにふれる
